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　一　石垣の調査研究目的
　１　調査研究の問題意識
　新潟県十日町市上野の第二藤巻医院の敷地は、南北に通る主
要地方道小千谷・十日町・津南線の東側にあって西を正面とし
ている。この敷地周囲に石垣、石列がめぐっている。この内、
当地で「蓮華積み」「胴付き積み」などと通称される積み方の石
垣が主要部分を占める。現在のところ「蓮華積み」の名称は広
く市民権をえるまでにいたっていないが、本稿では比較的多く
の人々に愛称されている「蓮華積み」という名称をとりあえず
用いることとしたい。では「蓮華積み」とはどんな石垣である
かを、第二藤巻医院の石垣を例にして、もっとも標準的とみら
れるものを説明する（図１）。
　石垣の基礎となる根石を地中に一列にしっかり並べ、その上
に河原石を蓮華座のように、あるいは扁平な卵形の自然石を縦
使いにして用い、「三つ重ね」「四つ重ね」という具合に積み重
ねていく。上に積み重ねる石は、左右に並ぶ石の谷の上に噛ま
せて「品」の字型に積み、次々に胴と胴とを突き合わせて積ん
でいく（図１）。
　蓮華積みの積み方の特徴は、まず河原石のなかから連弁のよ
うな形の天端に適する石を選び、その石の上端を連弁が開いて
いるように手前に傾斜をもたせて積み、天端石は上端が水平に
なるようにそろえて積んでいる点にある。
　蓮華積み石垣の高さは、あまり高いものはなく、大きな石で
積んだものでも目通り程度、やや大きな石を「三つ重ね」とし
たものでは１メートル前後あるいはそれ以下である。より高い
石垣の場合には、下部や腰部を玉石（河原石）積みとし、上部を
蓮華積みにする場合もある。
　この特徴ある蓮華積み石垣は、民家だけでなく、かつて信濃
川中流域の十日町市川西地区では社寺の擁壁、建物の基壇・基
礎などとして用いられ、また石碑や墓石の基壇（図２）などにも
図１　蓮華積み石垣　第二藤巻医院の敷地南面の一部
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広く採用されてきた。蓮華積みは地元の人々の間では立派な石
垣の一種と認識されている。しかし、この蓮華積み石垣が学術
的な調査研究の対象となることは従来一度もなかった。何とな
れば蓮華積みは当地ではごく当り前の石垣であって、簡単なも
のであれば、石工職人でなく、素人が自分自身で積んだものも
あって、学術的な意味などを特に考える必要はなかったのであ
る。さらにわが国において石垣自体の研究は、城郭のもの以外
はほとんどおこなわれていない現況にある。このようななかに
あって、田淵実夫 『ものと人間の文化史　石垣』は、庶民レベ
ルの多くの石垣を民俗学の視点から取りあつかっている貴重な
文献である［田淵 1975 ］。なお、裏ごめをしない蓮華積みは城
郭のような大規模な石垣には適さない。
　現在、十日町市川西地区にはさまざまな種類の石垣がみられ
る。その多くは目地や裏込めにコンクリートやモルタルをもち
いて、その上に石を張りつけている。この場合、コンクリート
が主要構造材になり、石は化粧材としてあつかわれ、石積みと
いうよりむしろ石張りである。また、一見立派な石垣にみえるが、
空積みでなく、目地にモルタルを使用して、練り積みとした石
垣が多く見受けられる（図３）。特に中越地震後の応急的な修復
にあたっては、空積みにした石垣はないようだ。
　いまや空積みの蓮華積み石垣を難なく積むことができる腕利
きの石工は、70 歳代 80 歳代と高齢化し、また、多くの人々は
すでに引退してしまっている。伝統的な空積みの本格的な蓮華
積みの技術はもはや自然消滅の危機に瀕している。
　このような石垣積みの現況にあって、石垣そのものを保存す
ることはもちろん、周辺の環境とともに蓮華積み石垣を調査研
究して、その技術をしっかり把握し、後世に正しく伝えていく
こと、その技術者を養成することは急務である。石垣の保存技
術者の養成などに関しては北垣總一郎 『ものと人間の文化史　
石垣普請』がすでに指摘している［北垣 1987 ］。
　わたくしは、十日町市上野の第二藤巻医院の昭和九年（ 1934 ）
建築の本館、および敷地の周囲をとりかこむ石垣の調査をおこ
なっているのだが、この調査にさいして、上記のことを強く感
じた。本稿では、第二藤巻医院の石垣・石列を紹介、分類し、
蓮華積み石垣の格付けをする。この格付けをもとに蓮華積み石
垣の「格」を測る一本の「物差」を提示する基礎としたい。また、
蓮華積み石垣の分布範囲の概略を知ることに努めた。
　２　調査研究の方法
　第二藤巻医院の石垣調査研究の内容は、まずは、①石垣の観
察・実測・写真撮影など石垣そのものの調査、②所有者藤巻定
則医師からの当医院の蓮華積み石垣、および中越地震の被害等
に関する聞きとりからなる。この調査をもとに次に、③石垣の
技術に関する石工からの聞きとり、④石工羽鳥家、屋号「コウサ」
の積んだ石垣の現地調査、⑤蓮華積み石垣の分布および成立過
程、さらに⑥蓮華積みの格付けに関する調査研究からなる。
　今回の調査研究にさいしては、現地調査や聞きとりによって
得た事柄は直ちに活かし、そして今後の調査研究に必要である
と判断した事項に関しては、調査対象として取りあげるべく心
掛けた。例えば、蓮華積みの石垣があれば、近くにいる人にそ
の名称をたずね、また、そのような蓮華積みの石垣がどこか近
くにもあるかをたずねながら調査を進めた。はじめから調査対
象を決めておくのでなく、いわば行き当たりばったりの調査方
法をとったのである。この方法にしたがって石垣調査は順調に
進み、しかも大変に面白く活き活きとできた。
　石垣の積み方の名称を聞いても一般の方はほとんど知らなか
った。それでも地元の方々はみな快く親切に調査に付き合って
くださった。これらの方々にここに感謝申し上げたい。石垣の
現地調査は主に 2009 年６月から 10 月にかけておこなった。上
の方針にもとづいて実施した調査および研究内容について以下
で概要をのべたい。
　二　第二藤巻医院石垣に関する調査の全容
　１　第二藤巻医院の石垣・石列調査
　１－ a）石垣・石列の観察、実側、写真撮影
　石垣自体の調査によって、第二藤巻医院には、格差がある数
種類の石垣・石列が一定の秩序にしたがって築かれ、並べられ
ていることがわかった。主要な箇所は格式の高い蓮華積みであ
るが、敷地背面やその近くの石垣は、石も小さく積み方も簡素
である。そのもっとも簡素化したところは蓮華積みとせずに、
小さな河原石を一列に並べているにすぎない。これらの石垣・
石列の建設は、本館建設と一連の工事として本館竣工に先だっ
て昭和八年（ 1933 ）から始め翌年以降にもおこなわれた。石工羽
鳥幸蔵によれば、小屋掛けをして冬にも仕事をしたとのことで
ある。なお、一部の石垣は後世にいたって若干の修復の手の入
った形跡がある（図３、図 12 ⑧）。これらの石垣・石列について、
観察するとともに各部の長さ・高さ、石の大きさを測るなど簡
単な実測をおこない、写真撮影をした（図７　配置図）。
　第二藤巻医院にくわえて、特徴的な蓮華積み石垣が分布する
範囲を知るための概略調査をおこなったのだが（図８）、詳細な
調査研究は今後にまちたい。なお、当医院と同様に高い格付が
できる蓮華積み石垣は、ごく近くでは重要文化財星名家住宅、
上野集落の鎮守諏訪神社境内にみられる。
　1 － b）石工に関する聞きとり
　第二藤巻医院での聞きとりによると、当医院の石垣を築いた
石工は、近くの伊勢平治集落の石工羽鳥富太郎（図９）である。
図３　目地にセメントをもちいた石垣の例図２　蓮華積みの墓石基壇 図４　中越地震で抜け落ちた天端石
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石工富太郎一家は、初代幸三郎、二代目富太郎、三代目幸蔵と
続いた。当家の屋号 「コウサ」は、三代目幸蔵によれば、初代
幸三郎が「コウサ」と呼ばれていたことによる。
　藤巻医師は、当時少年であったが、石工の親方は大酒飲みで
実務はしなかったという印象をうけている。事実、石工の親方
は遠くから石工たちが石垣を積むのを眺め、石の選び方、その
積み方、デザインの善し悪しを判断、確認するのが重要な仕事
である。三代目羽鳥幸蔵は、大正十四年（1925 ）生まれで本年 84
歳になるが、当医院の石垣を積んだ当時は９歳の少年であって、
この石積みの仕事を多少手伝ったようである。
　平成十六年（ 2004 ）の中越大地震で石垣の天端石２個が抜け落
ちた。そのうちの１個は街道に面する前面石垣の南端ちかくの
もので、すっぽりと外れ街道ぎわに転がり落ち（図４）、もう一
つは南側石垣の西端ちかくのもので隣地に転がっていた。とも
にもっとも大きな石の一つである。この石を戻す修復は石工羽
鳥幸蔵がおこなっている。
　さっそく修復にあたった伊勢平治のコウサに羽鳥幸蔵を訪ね、
石垣積みの技術的なことを主に聞きとりをした。羽鳥幸蔵は本
年（ 2009 ）５月に現役を退いており、弟子や跡継ぎはいないとの
ことであった。聞きとり中に、第二藤巻医院修復後の石垣の写
真をお見せしたところ、幸蔵はその位置がどこであるか直ぐに
わかった。
　羽鳥幸蔵に、これまでにたずさわった仕事で印象に残るもの
をあげてもらった。このうちの一つが、南魚沼市塩沢の護国寺
の蓮華積み石垣であったので、さっそく翌日に現地をみにいっ
た。また後日、幸蔵がもっとも気に入っている十日町市樽沢（信
濃川に架かる十日町橋の西方約３キロメートルの山村集落、図
８参照）の石垣（図 16 ）を案内してもらった。なお、技術的な聞
きとりの具体的な内容は稿を改めて記したい。
　２　石材店、石工からの聞きとり
　２－ a）上野の金子石材店での聞きとり
　第二藤巻医院の石垣を積んだ石工が羽鳥家コウサであると知
る以前に、上野の金子石材店で、石垣の積み方などについて聞
きとりをおこなった。今回、蓮華積みとしているこの呼び名は、
金子石材店で聞きとったものである。これ以前に私が他所で聞
いた呼び名は「胴付け積み」というものであった。ただ蓮華積
みの呼び名は誰もが用いているものでなく、「玉石積み」などと
もいい、人により、また地域によって異なっているという。蓮
華積みの分布地域の範囲の詳細はわからないが、川西地区にか
ぎらずかなり広く存在しているようだとのことであった。この
後に調査に出向いた各集落の人々に聞いてみると、蓮華積みと
いう呼び名を知る人もあったが知らない人も多く、それでも説
明すると蓮華積みそのものは直ぐに理解された。私は、地域の
人々が直ぐにイメージできる「蓮華積み」の呼称を、今回主要
な調査対象にしているこの石垣について、今後も使用すること
としたのである。
　２－ b）伊勢平治の石工羽鳥幸蔵からの聞きとり
　石工羽鳥幸蔵については前で触れたが、ここでは石工羽鳥家
コウサにうかがって聞きとった石垣の技術的な面について若干
とりあげる。
　伊勢平治の石工羽鳥家は、初代幸三郎は上野の諏訪神社、二
代富太郎は第二藤巻医院の石垣、北田如意庵の擁壁（図 15 ）の建
設にたずさわっている。石工羽鳥家は蓮華積みの第一人者とい
うことで、その名前は当地域の多くの方々に知られている。幸
三郎の積んだ石垣は壊れたことがない、と村人の間で言い伝え
ている。なお、幸三郎の兄為八も石工であり、人によっては、
為八を代に数え幸蔵を四代目とする。本稿ではとりあえず幸三
図５　第二藤巻医院の前面道路に面する石垣および本館正面
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郎を初代としてあつかうことにした。
　さて、幸蔵がいうには「蓮華積み」という呼び名は自分たち
が付けたのではなく、外のもの、素人が付けたという。幸蔵自
身はこの名称は使っていないとのことであった。それでは何と
いうかとお聞きしたところ「三つ重ね」「四つ重ね」とのこと（図
１、図５、図６）であった。この呼称は石垣を積む実務の上で、
積み方やある程度規模もあらわすので、この用語の方が石工に
とって、蓮華積みよりも十分であり事足りるのであろう。実際
に石積みをする石工と、出来あがった石垣をみる人との間では、
石垣に対する立場や認識が異なるので、その呼び名も異なるの
であろう。
　二回目の聞きとりのさい、われわれが使おうとしている蓮華
積みは「キッコウヅミ；亀甲積み」の一種とのことであった。
亀甲積みの他に「ヌノヅミ；布積み」がある。もっとも美しく
力強い石垣は「アクヅラ；悪面」であるという。悪面の意味す
る内容を最初、私ははっきり理解できなかったので、再再度コ
ウサにうかがって、「悪面積み」についてお聞きした。悪面積みは、
河原石のスベスベした面を石垣の表側に出して積むのではなく、
凹凸があったりする醜い面、つまり悪面を表に見せて積むので
ある。こうすることによって石垣全体に力強さが表現できるの
であって、石工の腕のみせどころであるという。
　同じ蓮華積みであっても、幸蔵によればその内容は、亀甲積
みと、「ザツヅミ；雑積み」の２種があり、両者の相違は、亀
甲積みでは、石組みにさいして必要に応じて、ノミで「あたり」
をつけて、石と石がしっかり組むようにする。比較的小さな石
を用いる雑積みではあたりをつけることをしない。両者では積
み手間が大きく違ってくる。これらいずれの石垣の石も６個の
石で囲まれるのが原則である。蓮華積みでは、裏に割栗石や砂
利を詰めこむことはせずに「ベト」（土、粘土）を叩きしめると
のことである。
　「ランヅミ；乱積み」は、布積みでもなく、亀甲積みでもな
く、表面から見える石面が不規則である石垣のことである。なお、
蓮華積みに用いる石は一般に信濃川産であるという。
　コウサでの聞きとりの後、伊勢平治集落の各家の敷地周囲を
一見したところ、多くの家が蓮華積み石垣で取り囲まれている。
小規模であるが蓮華積み石垣が非常に多いのである。この理由
は、地元に腕のよい石工コウサがあり、当家が明治時代以来、
今日にいたるまで、一世紀余の長年月にわたって続いてきて、
これらの石垣積みにかかわってきたことがうかがえる。
　２－ c）石工羽鳥幸蔵の積んだ石垣
　石工の仕事をする地域範囲は、自家用車の普及によって、徒
歩や自転車で現場に通っていた時代とくらべれば著しく拡がっ
ている。石工羽鳥家の場合もこの例外ではなく、魚沼、長岡方
面でも仕事をしている。この例を二、三あげる。
　南魚沼市塩沢の護国観世音は十日町市境の尾根筋にある。基
壇の石垣は大規模であるが、蓮華積みとみるかどうか。目地に
モルタルをつめる。昭和四十四年（ 1969 ）の建設で、中越大地震
にあって基壇上の観世音像が回転した。その後、基壇を深く掘
こんで上に切妻風の屋根をかけ、その中に観世音像を安置した。
敷地内にもう一つある護国観音には蓮華積みがある。
　南魚沼市塩沢の蓮華積み石垣の分布の詳細は今のところ不明
であるが、伊勢平治の石工羽鳥幸蔵が仕事をしたところに蓮華
積みが見受けられる。
　次に十日町市樽沢の天
  てっじょう
上（屋号）春日家住宅の前面道路境の擁
壁の石垣をあげる。樽沢は川西から松
まつ
代
だい
に向かう道路の西方で、
十日町市川西支所から５キロメートル程のところにある山間集
落である。羽鳥幸蔵自慢の石垣の一つはここにあった。案内し
図６　前面道路に面する蓮華積み石垣の西南隅南端部［ＡＡ］
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図９　医院の石垣前に立つ石工羽鳥富太郎
1：60,000
図７　敷地周辺の石垣・石列配置図
図８　蓮華積み石垣の分布
（色付けの集落には蓮華積み
がある）
出典：国土地理院五万分一
図　岡野町・小千谷・松之
山温泉・十日町（各一部分を
編集、修正縮小）
車回し
待合所
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てもらった。この石垣は、急斜面を造成した敷地と道路境の坂
道にそった法面に積んだもので、根石上に連弁状に「六つ重ね」
とした高い石垣である（図 16 ）。しかもその積み方は、落とし
積みとせずに、一般的には不良とされる「芋串」で６段も積ん
だ部分もあって、その長さは左右 30 メートル余のも及ぶ。この
石垣をみたとき、わたしは凄い石垣だ、これこそ大地の芸術で
あるとおもった。幸蔵が行く先を告げずに案内してくれた理由
がわかったような気がした。創意工夫し、もっとも苦労して積
んだのではなかろうか。当の春日家は中越大地震で被害にあい、
家をたたんで引越したので敷地は現在、更地になっている。こ
の石垣の地震による被害は一見したところ坂道の一番下方にあ
たる天端石一つが抜けおち、また、中ほど辺りの天端石が二、
三個落ちているようであり、さしたる大きな被害はなかったよ
うにおもわれた。
　三　蓮華積み石垣の分布調査
　蓮華積み石垣の分布範囲のおおよそを知るために、十日町市
川西地区およびその周辺の集落をめぐり、民家、社寺、墓地な
どに蓮華積みがあるか否かを調べた。以下でこの概略を地域ご
とに記す（図８）。
　１　旧川西町信濃川左岸の各集落
　最初に信濃川河岸段丘の西端を区切る西山の東麓に位置する
坪山・霜条・鶴吉（通称：山根地区）および元町の４集落をめぐ
った。これらの集落には蓮華積み石垣で敷地周囲を取り囲む家
（坪山・中村茂一家など）が何軒かあり、また建物基壇を蓮華積
みにしている家が多くある。かつて石垣にもちいた石を敷地内
に集めてあるなど、石垣があった痕跡を残す家もある。社寺建
築にも多くの蓮華積み石垣がみられる。坪山神社、清龍寺本堂・
庫裏、慈母観音、元町の長安寺、元町諏訪神社など。
　このうち長安寺鐘楼は蓮華積み石垣の基壇上に建ち、その天
端石の一つに下記の刻銘があった。この刻銘から基壇石垣は、
霜条村の石工蔵品乙蔵が明治二十六年（ 1893 ）に積んだことが知
られた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　「石垣職工　　　　　　
　　　　　　霜条村
　　　　　　　蔵品乙蔵
　　　　　明治二十六年
　　　　　　　　　　九月」
　当鐘楼の基壇は中越大地震で被害をうけ、石垣の一部を積み
替え、目地にモルタルをもちい補強してある。長安寺境内の建
物うち、土蔵の基礎は蓮華積みであるが、本堂・庫裏は蓮華積
みに類似するものの、天端石を縦使いにせず横長に置いて笠石
のようにあつかっている。なお、長安寺総門に「総門建立　星
名九郎治」の記のある木札が打ちつけてある。
　この他、各集落の墓地に墓石基壇を蓮華積みにしているもの
が見受けられた。
　次に旧川西町南端の山野田から小千谷十日町街道に沿って北
上し、水口沢、沖立など旧千手町の集落をめぐった。これらの
集落の家々には敷地の周囲全体を蓮華積み石垣が取りまく家が
ある。次に沖立付近から南の集落をめぐる。どの集落にも石垣
があるが、どの蓮華積みも新しくて整ったものにみえる。
　次に上野から東に向かって信濃川の河岸段丘を下り、信濃川
左岸に近い小根岸へ行く。当集落の民家、神社に蓮華積み石垣
があることを確認して、北方の三領、さらに木落へと進んだ。
ここにも蓮華積み石垣がある。木落から小千谷・十日町・津南
街道にもどり仁田、野口、そして旧川西町北端の原田をめぐる。
町北端から南下して新
あら
町
まち
新田、下
しただいら
平新田をめぐった。どの集落
にも蓮華積み石垣があった。
　なおこの前日（ 2000 年８月 10 日）に、仁田の北田如意庵跡を
訪れていたのだが、当庵跡には階段畑をおもわせる 3 段の蓮華
積み石垣が残っている（図 15 ）。この石垣は左右幅が長く、規模
が大きいので、周辺の景観とともに迫力満点である。また、石
垣の左右中央部に石垣を切り込んで石段を作ってあり、石段の
切り込んだ両側面には蓮華積み石垣がまわり込む。石段の蹴上
げ部分のはめ石、踏面の石に平たい石をはめ込んでいるが、こ
の石の用い方は蓮華積みとしっくりしている（図 13 ①、図 15 ）。
時あたかも「妻有郷大地の芸術祭」の期間中であったので、こ
の蓮華積み石垣のある景観こそ「大地の芸術」であると感激さ
せられた。この２段目の石垣の天端石の一つに次の刻銘がある。
　「千手町　石工羽鳥富太郎　昭和二十二年」
　なお、如意庵には現在、1 段目の平地左右に小仏堂が建って
いるが、中越大地震後に建て替えたごく新しい建築である。
　以上にめぐった川西地区の信濃川左岸の各集落には、数が多
い少ないという差はあるものの蓮華積みの石垣・基壇がみられ
た。このことから川西地区の信濃川左岸の地域は蓮華積みの濃
厚な分布地域であると判断できる（図８）。
　２　川西地区の周辺
　２－ a　渋海川流域の仙田
　仙田地区は旧川西町の西半を占める。最初に仙田の南端近く
の高倉に行き、日をかえて小白倉、大白倉、渋海川流域の岩瀬、
赤谷、仙田の各集落を通り室島にいたって、相国寺、そして旧
豪農増田家屋敷跡に立ち寄ったが、顕著な蓮華積みは確認でき
なかった。この結果からみて、渋海川流域の仙田地区には蓮華
積みの分布が及んでいないと判断した。仙田地区周辺の渋海川
の地質は軟らかく、石垣に適する石を産出しない。
　２－ b 十日町市下条
　川西地区上野からみて信濃川の東対岸にある十日町市下条に
は蓮華積み石垣がある。このうち、国道 117 号線の面する株式
会社長谷川砂利の自宅正面の蓮華積み石垣は大変に大型の石を
用い雄大である。信濃川対岸の地域にも蓮華積み石垣があるこ
とがわかる。ただ、この石垣は蓮華積みといっても、天端石に
用いているお結び型の石を、一般とは逆に、とがっている先端
を上に、底辺を下方にしている箇所が一部にある。積んだ時期
が新しいためであろう。蓮華積みの変形とみなされよう。
 
図 10　敷地西南隅石垣内の石庭の池
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②西面南端部 [AA]
④中央左側 [A]
⑥西北隅 [A]
①西南隅 [AA]
③中央右側 [A]
⑤前面左端 [A]
図
11　
前面街道沿い西面の石垣 （写真は南から北に並ぶ）
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①南面西端 [AA]
③南面②に続く部分 [B]
⑤入隅から出隅へ [C]
⑦再びここで一段低くなる [C]
②南面①に続く部分 [AA － B]
④入隅で一段低くなる [B － C]
⑥出隅に続く東側 [C]
⑧南面の蓮華積みの東端部 [D]
①西南隅 [AA]
③中央右側 [A]
⑤前面左端 [A]
図
12　
敷地南面に続く蓮華積み石垣各種
（写真は西から東へ並ぶ）
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　２－ c　小千谷市真人の信濃川流域
　川西地区の北側に接している小千谷市真
 まっと 
人本村は、藤巻医院
の発祥地であり、信濃川の左岸の河川敷に接する位置に藤巻医
院がある。この敷地の南側を除く周囲の三方に高い石垣が積ん
であるが、蓮華積みではない。同医院の周辺の家々にもないよ
うだ。ただ小千谷市真人に蓮華積み石垣がなく、蓮華積み石垣
分布の地域外であろうか。小千谷市での調査範囲が少ないので
蓮華積みの有無の正確なことは今後の調査にまたれる。
　以上、旧川西町をはじめとする周辺の各集落の調査によって、
蓮華積み石垣の分布は、信濃川中流域の中魚沼地方、特に川西
地区に濃厚であることが明かになった。この地域は蓮華積みに
適する河原石が豊富で得やすかったのである。
①蓮華積みから四角形の板石の石列 [E] に変わる
②四角形板石に続く玉石石列 [F]
③敷地背面の隣地境の石列 [F]
④石列の折れ曲がり部分 [F]
　四　第二藤巻医院石垣の格付けおよび考察
　１ 第二藤巻医院石垣の格付け
　第二藤巻医院の敷地は、全体的にほぼ平坦であるが、場所に
よっては数十センチメートル程度の高低差がある。この敷地の
周囲に石垣・石列がめぐっている。これらの石垣・石列は、四
周全体が同じでなく、場所によって、積み石の大きさ、積み方
などを基準にして格差をつけている。
　街道に面する表側の石垣は、最大幅 1.2 メートル余もある大き
な石をもちい、格付け高い蓮華積みにしている。表側から側面、
そして敷地奥の裏手に行くのにしたがって、格付けを下げた石
垣にしている。さらに背面では人頭大の石を一列に並べるに過
ぎない。ここではこれらの石垣・石列を分類して格付けする。
格付けの高いものから低いものへ順に、石垣［ＡＡ］［A］［B］［C］
［D］、石列［E］［F］と記号をつける（図 11 〜図 14 ）。
　石垣［A］　蓮華積みのもっとも格付けが高い石垣
　この内で最も格付け高いものを［ＡＡ］とする（図 11 ）。
　前面街道に面する正面と、この両端から敷地にしたがって折
れ曲がって両側面に少し入ったところまでの部分。この部分の
石垣は、医院本館、車まわしとともに、前面街道からもっとも
目立つ位置にある。全般に大きな石を用いた二つ重ね、三つ重
ねの蓮華積み石垣である。敷地の前面（南北）の全長は 31.15m を
測るが、車まわし２ヵ所と歩道の計３ヵ所は空き幅各 3.4m の
通路をとっており、そこで石垣はきれている。前面石垣の各長
さは、南から 5.9m － 5.6m － 5.6m － 3.85m（－：通路部分）、正
面から折れ曲がった南側面 3.6m、北側面 3.7m である。曲がり
角になる南北両出隅は「トライシ」（図６）と称するやや黄色みか
かった石を三つ重ねにし、これを境にして石垣は南北両側面に
折れ曲がる。石垣上端の高さはそろっているのだが、地盤に多
少の高低差があるので、これにしたがって石垣の高さは異なり、
上から３番目になる根石の地面から出て見える部分の寸尺が異
なっている。例えば、正面は地盤が高いので根石は地面からご
くわずかに出ているにすぎない。これに対して、南側面は東西
の小道が東さがりに通っており地盤は前面より低く、したがっ
て根石は前面よりずっと多く見える。石垣の高さは前面 1.1 〜
1.35m、地盤の低い南側面 1.7m あるが、北側面 1.15m である。
　以上では前面の石垣を［ＡＡ］［A］ランクの蓮華積みとして
格付けしたが、この石垣を観察すると、前面石垣の南端の 5.9m
とこれ続く南側面 3.6m の部分は、天端石とこの下の２段目の石
はほぼ同じ大きな石を用い、他の部分で２段目の石を小さくし
ているのと異なっている。つまり、もっとも目立つ敷地南西隅
部分を特に立派に見せているのである。この部分を［A］の内
でも特に石垣［AA］（図６）とすることができる。
　第二藤巻医院の前面の蓮華積み石垣 ［AA］および［A］は、
川西地区内ではもっとも大きい石を用いている少ない例である。
　石垣［B］　蓮華積みで［A］に次いで格付け高い石垣（図 12 ）
　敷地両側面の［A］に続く部分で、石垣の高さは［A］と同じだが、
石の大きさは［A］より小さいので、四つ重ねないし五つ重ね
の蓮華積みになっている。南側面は［A］部分に続いて東西の
小道沿いに 7.8 メートルにわたる。北側面は同じく［A］部分に
続いて隣地境にあって、東西に 8.65 メートルにわたり、この東
端で隣地境に沿って北に折れ曲がり 8.7 メートル延びて東西道路
にたっする。石垣の高さは 1.1 メートルほどである。
　石垣［C］　蓮華積みで［B］に次いだ格付けの石垣（図 12、図
　　　　　　14 ①〜⑦）
　敷地両側面の［B］に続く部分であって、全般的に［B］とほ
ぼ同じ大きさか、これよりやや小さな石を用いている。南側面
は［B］部分に続いて東西の小道に沿って曲線を描きながら続く
図
13　
敷地南面および背面の石列
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②北西隅から東に延びる石垣 [A―B]
④北面突出部の西面および東折れする出隅 [C]
⑥突出部北面の西半部 [C]
⑦突出部北面の東半部 [C]、石灯籠は星名家墓地
①敷地前面の北西隅 [A]
③突出部の西側入隅 [C]
⑤北面突出部を東北からみる [C]
↓図13③
〔D〕
〔C〕
〔A〕
〔B〕
←図13②
←図13①
←図12⑧
←図12⑦
←図12⑥
←図12④
←図12③
図14④→
図14⑤→
図14⑦
←図12②
←図12①
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↓
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星名家墓所
隣地
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図
14　
敷地北面・北面突出部の蓮華積み石垣
⑧第二藤巻医院石垣・石列写真撮影指示図
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部分である。石垣の高さは［B］部分より上端で 0.76 メートル
ほど低くしてある。長さは 12.6 メートルほど。北側面は前記［B］
の北端で折れ曲がって東西道路に沿う部分で、石垣の長さは東
西に 4.7 メートルと 1.7 メートルの２部分にわかれる。両者の間
は入口の空きで 2.1 メートルある。石垣の高さは 0.9 メートル前
後である。
　石垣［D］　蓮華積みで（図 12 ⑧）、［C］に次ぐ格付けの石垣
　敷地南側面の東西の小道に沿って［C］に続く部分である。石
垣の高さは［C］部分より上端で 0.5 メートルほど低い。全般的
に人頭大の小さな石を用い、三つ重ねに積み、長さは 5.85 メー
トルほどある。この石垣 ［D］は一般民家にごく普通に採用さ
れている。
　石列［E］　板石を一列並びに木端立てにした石列（図 13 ①）
　敷地南側面の東西の小道に沿って石垣［D］に続く部分である。
石の大きさは蓮華積み［C］の天端石とほぼ同様で、縦 0.45（地
盤が高い所では 0.30 ）メートル以上、幅 0.38 〜 0.45 メートル、
厚 0.25 メートル前後の偏平な板石を木端立てにして使っている。
石列の上端をそろえるために、なかには上端部をはつった石も
ある。この石列［E］の長さは 5.9 メートルほどある。このよう
な使い方の例は、蓮華積み石垣に設けた石段の蹴上げ部分に張
ってある板石に類似するものを感じる。
　石列［F］　小さな河原石を１列に並べた石列（図 13 ②〜③）
　敷地南側面の東端、背面 （東側）から、この北端で西に折れ
曲がり、多少の出入りがある敷地の北側を仕切り、再び北に折
れ曲がって、敷地北側を区切る道路にたっする。石列［F］を用
いている箇所は、敷地の裏側にあたり、隣地の地盤の間に地盤
高の差がない。
　第二藤巻医院の蓮華積み石垣を［AA］［A］［B］［C］［D］の
５段階、石列を［E］［F］の２段階に格付けした。当医院の石垣・
石列の用い方は、表の街道沿いから裏側に行くのにしたがって
格付けを下げていることが明瞭である。
　ところで当医院の一連の石垣で、格付けが異なる石垣の接続
する部分、例えば［A］から［B］へ、［B］から［C］への転換
する箇所、ここでは用いる石の大きさが異なることから積み方
が複雑になり、芋串とする部分や乱積みとする部分が混じりあ
っている（図 14 ②）。この箇所をどう巧みに処理するかは石工の
腕のみせどころであったであろう。
　２　第二藤巻医院石垣の位置づけ
　第二藤巻医院の石垣の分類をし、その格付けを試みた。この
結果、特徴的な蓮華積み石垣を表立ったところに積極的に採用
し、背後の見えにくいところに行くのにしたがって格付けの低
い石垣・石列にしている。当医院の石垣は、昭和八年（ 1933 ）か
ら翌年前後にかけての建設であることが知られている。蓮華積
み石垣が分布する当地域の多様な石垣のなかにあって、そのご
く一部を占めるに過ぎない。とはいえ蓮華積みを［AA］［A］か
ら［B］［C］［D］、そして蓮華積みでない石列を［E］［F］に分類、
格付けできた。これによって当地域に特徴的な蓮華積み石垣・
石列を分類、格付けするにたりる基準の物差が一本できたと考
える。
　この物差で測ると、重要文化財星名家住宅の蓮華積み石垣は
［A］ないし［B］、同じく上野諏訪神社のものは［B］になる。
ただし、この物差は蓮華積みの建設年代を測る物差ではないの
で、年代を測る物差は別に作成する必要がある。特に大きな石
を用いた［AA］［A］や、規則正しく整然と積まれた石垣には
建設年代が新しく感じられる。とはいうものの石垣には石工個
人の感性が大きくかかわっているから、年代を測る物差の作成
には相当に複雑で困難な問題を一つずつ解決しなければならな
い。この物差の作成は次の機会を待つことにしたい。
　現在、蓮華積みの技術は一部伝えられているものの、空積み
の本格的な蓮華積み石垣を積むことができる石工はごく少ない。
その理由は、蓮華積みに適した石材が得にくいこと、施工に多
額な費用と時間を要すること、建築法規上の関係から空積みが
できにくいことがあって、空積みの蓮華積みはほとんど築かれ
ていない。世の中は手仕事から手間のかからない工業製品を使
用するように変わり、空積みの石垣の仕事が少なくなっている。
このような現況にあって、当医院の石垣の存在意義はすこぶる
大きい。
　３　蓮華積み以外の石垣
　第二藤巻医院以外で、かつ蓮華積み以外の石垣、たとえば玉
石積みの石垣をみると、高く長い、つまり面積が広い石垣に魅
力を感じる。この例として、下平新田集落の南端近くにある河
岸段丘の大きな高低差ある段丘崖法面の玉石積みの石垣は注目
される。この石垣は曲線を描く急な法面を一体として優雅に積
んである。川西地区以外では、上野からみて信濃川の東対岸に
あたる下条の株式会社長谷川砂利の敷地裏側の河岸段丘の高い
法面を玉石積み石垣とし、現在は蛇かごによって大きく補強し
てあるが、蛇かごを含めて広大な石垣は大変に魅力的である。
　五　蓮華積み石垣の特徴と成立に関すヒント
　１　蓮華積み石垣の特徴、特質
　わが国の石垣のなかで川西地区にみられる蓮華積み石垣の特
徴をあげる。
　石材の多くは信濃川の河原石である。蓮華積み石垣の外面は
傾斜をつけず垂直に積むのだが、天端石に用いる石は根石や腰
石よりも大きく、花びらのような特徴的な形をした石である。
天端石は花びらように上方を前方に傾斜をもたせて蓮華座のよ
うに積む。二方から見える出隅には大きな石を用い、その上方
を前方に傾斜させて重ねて積み、算木積みのようにせいろう組
にはしない。この出隅に蓮華座の特徴がよくあらわれている。
また、コウサの積んだ蓮華積みのなかには、芋串にしている部
分もみられる（図 16 ）。
　上にみるように蓮華積みの一部には、一般的には不良とされ
る積み方が多く用いられている点が特徴でもある。不良とされ
る積み方に蓮華積み石垣の美しさが宿っているようだ。その例
が幸蔵のいう「悪
あく
面
づら
積み」である。蓮華積みのような石垣が他
の地域にあるか否かは不明であるが、わたくしが調査した石垣
や参考にした文献には見出せない。とはいうものの当地域の蓮
華積みが地方色豊かな石垣であることは間違いあるまい。
　第二藤巻医院の石垣をもとに、蓮華積み石垣の成立過程や時
期を考察する必要があるのだが、本稿では、この考察をする上
でヒントなるとみられる事項をかかげることにとどめたい。川
西地区にあって、石工と建設年代が判明する蓮華積み石垣は、
明治二十六年（1891 ）の長安寺鐘楼基壇、昭和八年（1923 ）の第二
藤巻医院敷地周囲の石垣、昭和二十二年（ 1947 ）の北田如意庵境
内の棚状３段になる石垣（図 15 ）などがある。また、重要文化財
星名家住宅の敷地西北角の石垣は当家では一番古く蓮華積みで
ある。この石垣が写る明治末〜大正初頃の古写真がある。これ
らによって明治中期には蓮華積みがあったことを推測させる。
　２　成立に関するヒント
　蓮華積みは石垣のなかでも記念性を強く表現している石垣で
ある。そのデザインは、石を巧みに使って構造を頑丈にし、そ
の上で立派に見せるという遊び心が強く働いている。タブーに
挑戦する。立派さは大きな石を巧みに、しかも下部でなく上部
十日町市川西地区にみる蓮華積み石垣の調査　－上野の第二藤巻医院の石垣を中心に－　85
に積むところにもある。
　蓮華積み石垣の成立過程とデザイン感覚
　蓮華積みの基となる石垣は江戸時代以来の玉石積みにあり、
蓮華積み石垣は近代になって確立した様式であると考えられる。
　蓮華積み石垣は、昭和戦後期以降になるとキッチリと整った
積み方によって完成度を高める。それ以前はむしろ荒々しい積
み方であった。現代日本人は整然としたデザインを好み、そこ
に美しさを感ずる傾向にあるが、それ以前はむしろ荒々しいも
のにも無意識のうちに魅力を感じていた。デザイン感覚の違い
が、石垣の積み方にも大いにあらわれている。
　石垣の変遷過程は、大局的な立場から見ると手仕事から工業
製品への変容と重なる。そのなかにあって、蓮華積みにおいて
はむしろ個人的な手仕事の技量が大きく係わっている。
　蓮華積みは石工コウサの発明か
　蓮華積み石垣の石工はコウサによるものが多くを占めている。
このうちでも、樽沢の天上の石垣（図 16 ）は技術的に頗る難しい
仕事をしている。それがこの石垣を魅力的にしている。このよ
うな仕事ができる石工が他にいただろうか。コウサが積んだ星
名家住宅、第二藤巻医院の石垣をみても、同様なことを感じる。
現に三代目幸蔵は職人気質が十分であり個性的である。初代、
二代も同様であったであろう。コウサの積んだ石垣群（図 15、図
16 ）などはまさに「大地の芸術」の感がある。蓮華積み石垣をコ
ウサ一族が考案、発明したものか否かは確定できないが、蓮華
積みを普及、発展させたことは確かである。
　ところで、蓮華積み石垣と城郭の石垣とくらべて感じること
は、その規模が大きく違うことである。規模が違うことは縄張
りから石垣を積む施工技術、手間、費用にいたるまですべてに
大きく係わってくる。ここで扱っている、蓮華積み石垣程度の
規模の石垣を「庶民的石垣」とし、城郭などの大規模の石垣と
区別して考えたい。
　３　板碑と蓮華積み石垣
　川西町の「石」といえば「板碑」を直ぐにおもいおこす。川
西町には板碑が多くあり、南北朝時代の 34 基の存在が現在知ら
れている。このうち緑泥片岩の板状の武蔵型板碑は 1 基で、他
はみな安山岩系の自然石（河原石）をそのまま用いた自然石板碑
（自然石梵字碑）である [ 川西町・同教育委員会 2003]。この自然
石板碑と、川西町の蓮華積み石垣に用いている自然石とは同形
同質のものが多い点は注目にあたいする。板碑と石垣の分布を
みると、板碑は西山の山麓部、信濃川河岸段丘の段丘崖の寺社・
墓地等に、また、明治時代に成立した蓮華積み石垣はこれに加
えて小千谷十日町津南線沿い集落をふくめて川西町の信濃川中
流域のすべての集落にみられる。板碑と蓮華積み石垣とは六百
年余もの年代差があるものの、ともに河原石系の自然石を使っ
ている点で共通する石の文化である。
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